
昨
今
の
東
洋
医
学
復
活
に
よ
り
、
中
医
学
を
中
心
に
そ
れ
を
取
り
巻
く
研
究
は
、
他
の
分
野
の
専
門
家
と
の
密
接
な
接
触
に
よ
り
ま
す
ま

す
多
様
化
・
深
化
し
て
き
て
い
る
。
科
学
史
の
視
点
か
ら
、
日
本
の
医
学
の
近
代
化
の
問
題
を
中
国
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
考
え

続
け
て
い
る
筆
者
は
、
こ
の
現
象
を
大
変
頼
も
し
く
思
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
臨
床
上
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
も
当
然
関
連
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
従
来
研
究
者
か
ら
正
面
き
っ

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
刺
絡
再
興
の
立
役
者
と
さ
れ
る
、
山
脇
東
門
（
一
七
三
六
’
一
七
八
三
と
荻

野
元
凱
（
一
七
三
七
’
一
八
○
六
）
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
但
し
筆
者
は
医
者
で
は
な
い
の
で
、
刺
絡
の
技
術

（
１
）

的
臨
床
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
先
学
の
す
ぐ
れ
た
研
究
に
に
全
面
的
に
譲
り
、
こ
こ
で
こ
の
種
の
問
題
に
触
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。
本
稿

で
は
西
洋
刺
絡
を
初
め
て
本
邦
に
本
格
的
に
紹
介
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
二
人
の
十
八
世
紀
後
半
の
医
家
が
、
何
故
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
西
洋
刺
絡
を
取
り
上
げ
た
か
を
論
じ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
筆
者
が
特
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
方
法
論
的
問
題

把
握
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
東
門
と
元
凱
は
本
邦
解
剖
学
史

上
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
名
を
残
し
て
お
り
、
東
門
及
び
元
凱
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
の
も
う
一
つ
の
接
点
と
し
て
、
彼
ら
の
解
剖
学
史
上
の

一
、
は
じ
め
に

山
脇
東
門
及
び
荻
野
元
凱
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学 卿

鑪
嘩
螺
葬
畔
罐
篶
平
成
五
年
十
月
十
四
日
受
付

マ
セ

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｅ
美
枝
子
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一
七
七
四
年
の
『
解
体
新
聿
呈
の
刊
行
を
、
本
邦
に
お
け
る
西
洋
自
然
科
学
受
容
の
本
当
の
意
味
で
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
無
論
異
論

（
ワ
】
）

は
な
い
が
、
こ
の
快
挙
を
可
能
に
し
た
数
世
紀
に
ま
た
が
る
い
わ
ば
「
胎
動
の
プ
ロ
セ
ス
」
に
、
筆
者
は
こ
こ
数
年
来
関
心
を
抱
い
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
直
接
の
主
人
公
で
あ
る
数
え
き
れ
な
い
知
識
人
・
医
家
た
ち
の
異
質
の
文
化
的
要
素
へ
の
取
り
組
み
方
、
あ
る
い
は
そ

の
受
容
の
仕
方
は
、
巨
視
的
な
見
方
を
は
な
れ
て
個
々
の
知
識
人
に
お
け
る
職
業
意
識
上
の
内
的
葛
藤
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
全
く
異
っ
た

様
相
を
見
せ
る
こ
と
が
多
い
。
近
年
、
こ
の
種
の
研
究
が
次
第
に
増
え
て
き
て
お
り
、
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
江
戸
時
代
の
医
家
に

お
け
る
西
洋
医
学
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
同
じ
古
方
派
の
医
師
と
し
て
活
躍
し
、
宮

廷
の
医
官
と
い
う
同
種
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
も
ち
、
吐
法
・
刺
絡
・
解
剖
と
い
う
共
通
の
臨
床
上
の
技
法
に
深
く
関
わ
っ
た
東
門
・
元

凱
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
扱
う
問
題
は
刺
絡
と
解

剖
と
い
う
束
門
と
元
凱
に
と
っ
て
の
、
い
わ
ば
西
洋
医
学
の
窓
口
に
あ
た
る
分
野
が
中
心
と
な
る
。

（
３
）

東
門
・
元
凱
に
つ
い
て
の
全
般
的
紹
介
は
先
行
の
諸
論
文
に
譲
る
。
が
、
本
題
に
入
る
ま
え
に
、
一
七
七
六
年
、
江
戸
参
府
か
ら
の
帰
路

の
途
中
京
都
に
滞
在
し
た
藺
館
医
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
に
元
凱
が
会
見
を
求
め
、
通
訳
を
介
し
て
持
参
し
た
植
物
に
つ
い
て
の
薬
効
に
つ
き
教
え

（
４
）

を
求
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
時
各
種
の
病
気
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
を
し
て
い
る
こ
と
、
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
元
凱
と

は
逆
に
、
東
門
が
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
の
直
接
の
接
触
を
求
め
な
か
っ
た
事
実
は
、
両
者
と
西
洋
医
方
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
上
で
見
の
が

功
績
に
も
当
然
触
れ
る
必
要
が
出
て
く
る
。
但
し
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
も
、
既
に
た
び
た
び
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
彼
ら
の
本
部
解
剖
学

史
上
の
貢
献
度
に
筆
者
の
関
心
は
な
い
。
解
剖
に
よ
る
観
察
の
意
味
を
東
門
・
元
凱
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
が
何
を
引
き
出

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
彼
ら
の
医
学
に
ど
の
よ
う
な
変
質
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
な
か
っ
た
の
か
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
、
本
稿
執
筆
の
も

う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

二
、
山
脇
束
門
・
荻
野
元
凱
と
そ
の
時
代
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せ
な
い
意
味
を
含
ん
で
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
社
会
思
想
史
上
の
観
点
か
ら
は
、
東
門
と
元
凱
の
活
躍
し
た
十
八
世
紀
後
半
に
、
儒
学
を
根
底
と
し
た
知
が
社
会
的
深
化
を

（
ニ
リ
）
（
戸
ｂ
）

見
せ
、
自
生
的
に
開
明
思
想
が
形
成
さ
れ
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
「
実
理
で
あ
る
物
理
の
探
求
に
も
と
づ
い
て
、
天
下
国
家
の
た
め
に

（
【
ｊ
）

有
用
性
を
も
た
ら
そ
う
と
い
う
」
性
格
を
も
っ
た
実
学
が
展
開
し
た
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
医
学
の
分
野
に
限
っ
て

（
８
）

み
て
も
、
明
和
八
年
二
七
七
二
の
『
解
屍
篇
」
序
の
な
か
の
元
凱
の
次
の
言
葉
「
解
一
屍
禮
。
以
有
禅
益
治
術
於
千
万
人
。
」
、
『
東
門
先

（
９
）

生
随
筆
』
中
に
見
ら
れ
る
「
済
世
利
物
」
と
い
う
表
現
、
天
明
元
年
二
七
八
一
）
成
槁
の
大
槻
玄
沢
の
『
六
物
新
志
」
題
言
中
の
「
救
生
民

（
、
）
（
Ⅱ
）

之
大
患
」
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
成
槁
の
『
蘭
学
桔
梯
』
中
の
「
世
ノ
禅
益
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
」
「
天
下
後
世
ノ
稗
益
ト
ナ
ル
ノ
ー
功
業

Ｅ
）
面
）
８

ヲ
立
ョ
」
「
民
生
第
一
」
等
の
表
現
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
三
の
『
西
説
内
科
撰
要
』
序
の
な
か
の
「
補
寿
世
之
広
施
」
「
助
仁
民
之
鴻
術

（
旧
）

あ
る
い
は
『
先
考
大
愚
先
生
行
状
記
』
中
の
「
生
民
の
益
に
な
る
べ
き
蘭
医
術
」
、
な
ど
の
言
い
回
し
は
珍
し
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、

こ
の
時
期
の
一
つ
の
傾
向
と
し
て
当
時
の
医
学
界
が
、
天
下
・
国
家
・
生
民
の
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
す
る
志
向
を
は
っ
き
り
も
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
医
家
と
し
て
活
躍
し
た
東
門
と
元
凱
は
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
認
め
、
そ
こ
か
ら
何
を
引

き
出
し
た
の
か
。
内
容
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
先
ず
解
剖
、
次
に
刺
絡
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）
山
脇
東
門
と
「
東
門
先
生
随
筆
』（

脇
）
（
面
）

山
脇
東
門
は
古
方
家
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
山
脇
東
洋
の
第
二
子
、
漢
蘭
折
衷
派
の
先
駆
と
も
み
な
さ
れ
る
父
の
医
学
を
最
も
よ
く
継
承

し
た
医
家
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
東
門
の
最
も
ま
と
ま
っ
た
著
作
で
あ
る
『
東
門
先
生
随
筆
」
を
繕
け
ば
大
変
妥
当
な
評
価
な
の

だ
が
、
東
門
の
医
学
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
位
置
を
正
し
く
見
極
め
る
た
め
、
「
東
門
先
生
随
筆
」
が
私
た
ち
に
語
る
東
門
の
医
学
の
内

三
、
山
脇
束
門
・
荻
野
元
凱
の
雅
本
的
立
場
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（
帥
）

次
に
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
る
の
は
、
東
門
が
医
者
た
る
者
の
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
法
と
す
る
刺
絡
で
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
詳
し
く
後
述
す
る
。
そ
し
て
、
三
番
目
に
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
の
は
、
薬
物
と
処
方
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所

十
七
歳
で
、
父
の
門
下
永
富
独
哺
庵
（
一
七
三
二
’
一
七
六
六
）
と
越
前
の
奥
村
良
筑
の
も
と
へ
吐
法
の
修
業
に
行
く
。
二
十
四
歳
で
、
蘭

（
鴫
）

学
者
平
賀
源
内
や
杉
田
玄
白
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
父
の
弟
子
の
一
人
、
栗
山
孝
庵
（
一
七
二
八
’
一
七
九
一
）
に
「
治
病
大
晋
」
の
こ
と
を
大

（
耐
）
（
鋤
）

い
に
喜
ば
れ
る
。
晩
年
に
は
、
そ
の
名
声
が
日
本
国
中
に
轟
い
て
い
た
と
い
う
東
門
は
、
ど
の
よ
う
な
医
学
を
実
践
し
た
の
か
。
『
束
門
先
生

随
筆
」
で
東
門
が
範
を
と
っ
て
い
る
医
家
・
医
書
・
方
言
は
、
吐
法
及
び
刺
絡
に
関
す
る
も
の
を
除
け
ば
、
宋
以
前
の
医
家
・
医
書
・
方
言

及
び
日
本
の
古
方
派
に
属
す
る
医
家
に
殆
ん
ど
限
ら
れ
、
医
学
一
般
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
『
内
経
」
「
傷
寒
論
」
「
金
置
要
略
」
が
圧
倒
的

重
要
さ
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
私
た
ち
は
東
門
が
実
際
に
「
古
方
派
」
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
納
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
東
門

（
皿
）

自
身
の
意
識
は
、
「
済
世
利
物
」
を
目
指
す
医
の
道
が
普
遍
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
普
遍
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
常
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
医
の
道
が
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
東
門
が
強
い
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
が
『
東
門
先
生

随
筆
』
中
最
も
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
東
門
が
追
求
す
る
医
の
道
、
医
師
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
自

（
蛇
）
（
鱒
）
（
型
）

身
の
技
術
・
能
力
の
限
界
を
認
め
る
。
紛
わ
し
い
こ
と
は
言
わ
な
い
。
薬
方
の
効
能
を
広
く
公
表
す
る
。
古
人
の
害
に
も
明
識
を
も
っ
て
臨

（
弱
）
（
郡
）
（
”
）
（
洲
．
）

み
、
逸
脱
に
注
意
す
る
。
薬
は
異
変
で
あ
る
病
の
み
に
用
い
る
。
療
病
は
養
生
を
第
一
に
す
る
。
病
気
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
。
治
療
指

（
鋤
）
（
帥
）

示
を
精
細
に
定
め
る
。
必
ず
し
も
「
内
経
』
の
論
に
拘
泥
し
な
い
。
な
ど
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
に
曲
直
瀬
道
三
二
五
○
七
’
一
五
九

四
）
、
名
古
屋
玄
医
（
一
六
二
八
’
一
六
九
六
）
、
後
藤
艮
山
（
一
六
五
九
’
一
七
三
三
）
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
唱
え
た
医
道
論
と
部
分
的
に

重
な
る
も
の
を
、
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
東
門
自
身
の
懐
疑
精
神
の
現
わ
れ
と
見
ら
れ
る
強
い
批
判
精
神

が
「
内
経
」
に
ま
で
も
向
け
ら
れ
、
更
に
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
厳
密
さ
へ
の
志
向
が
厳
然
と
し
て
あ
る
こ
と
に
、
大
い
に
関
心
を
そ
そ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

容
を
先
ず
見
て
お
き
た
い
。
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で
は
、
経
験
を
積
ん
だ
臨
床
家
と
し
て
の
東
門
の
見
識
が
展
開
さ
れ
る
。
攻
病
の
道
具
で
あ
る
薬
物
の
薬
性
、
修
治
法
、
分
量
、
投
薬
の
時

（
詑
）

機
、
毒
薬
と
補
薬
の
使
い
分
け
、
治
療
指
示
に
合
っ
た
処
方
を
的
確
に
使
用
す
る
こ
と
、
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
紙
幅
を
占
め
て

い
る
の
は
、
癌
血
・
疾
・
徽
毒
・
脚
気
・
偏
枯
・
卒
死
・
隔
喧
な
ど
の
病
因
、
胎
毒
、
病
因
に
作
用
す
る
諸
要
素
を
め
ぐ
る
問
題
、
病
因
の

（
粥
）

根
底
に
あ
る
気
血
の
不
順
接
、
な
ど
で
あ
る
。
更
に
東
門
の
筆
は
、
補
益
に
徹
し
す
ぎ
る
後
世
家
と
駿
剤
の
濫
用
に
走
り
が
ち
な
古
方
家
の

（
別
）

比
較
に
及
ぶ
。
が
、
東
門
の
意
図
は
両
者
の
比
較
そ
の
も
の
に
は
な
い
。
医
の
道
に
は
本
来
古
方
も
後
世
も
な
く
、
豊
富
な
臨
床
経
験
に
も

と
づ
い
て
病
気
の
根
源
を
見
極
め
、
精
細
に
立
て
ら
れ
た
治
療
指
示
に
従
っ
て
駿
剤
、
補
剤
を
使
い
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
、
真
の
意
味
で

（
妬
）

の
良
医
の
理
想
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
臨
床
家
と
し
て
の
東
門
の
実
力
の
独
創
性
は
、
一
つ
に
は
東
門
自
身
が
「
筋
」
ま
た
は
「
筋
合
い
」
と
呼
ぶ
治
療

（
鈍
）

指
示
を
精
細
に
弁
じ
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
点
に
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
東
門
に
よ
れ
ば
、
薬
物
及
び
処
方
の
効
果
の
有
無
は
、

（
師
）

根
本
的
に
厳
密
に
定
め
ら
れ
た
治
療
指
示
に
よ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
正
確
な
治
療
指
示
を
定
め
る
た
め
に
東
門
が
処
方
の
「
実
験
」

も
と

（
東
門
は
治
験
上
認
め
ら
れ
る
薬
物
・
処
方
の
効
能
の
意
味
で
用
い
て
い
る
）
を
拠
り
所
と
し
、
こ
の
「
実
験
」
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
「
本
」

（
洲
）

（
基
礎
土
台
）
を
不
朽
の
道
具
と
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
た
ち
は
、
医
者
で
あ
り
閾
学
者
で
あ
る
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
あ

（
粥
）

る
一
定
の
知
識
人
た
ち
の
共
通
の
方
法
論
で
あ
る
「
実
験
」
、
「
実
測
」
（
実
際
に
目
で
確
か
め
る
、
試
し
て
み
る
）
と
、
東
門
の
言
う
「
実
験
」

と
の
近
似
性
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
但
し
、
東
門
自
身
の
身
体
機
能
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
、
少
な
く
と
も
『
東
門
先
生
随
筆
」

を
見
る
限
り
、
気
血
の
う
っ
滞
の
な
い
順
行
と
そ
の
正
常
な
更
新
に
基
づ
く
中
国
医
学
の
そ
れ
に
完
全
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
を

要
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
身
体
機
能
に
関
し
て
、
生
涯
に
三
度
解
剖
を
指
揮
し
た
東
門
は
不
思
議
な
こ
と
に
心
臓
、
気
、
血
に
つ
い
て
の
中
国

医
学
の
枠
内
に
お
け
る
簡
潔
な
記
載
を
残
し
て
い
る
だ
け
で
、
解
剖
及
び
解
剖
所
見
に
関
す
る
問
題
に
は
二
カ
所
で
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
い

一
小
）

る
に
す
室
？
な
い
。

（
二
）
荻
野
元
凱
の
医
家
と
し
て
の
立
場
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浅
田
宗
伯
（
一
八
一
五
’
一
八
九
四
）
に
よ
り
、
寛
政
・
享
和
年
間
（
一
七
八
九
’
一
八
○
三
）
に
和
田
東
郭
（
一
七
四
四
’
一
八
○
三
）
と
共

（
Ⅱ
）

に
京
都
の
二
大
医
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
元
凱
の
医
案
は
、
宗
伯
の
『
先
哲
医
話
」
の
中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
冒
頭
で

（
妃
）

元
凱
の
医
学
全
般
を
評
価
す
る
際
、
浅
田
宗
伯
が
「
悉
出
於
実
験
。
為
臨
証
処
方
之
助
・
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
東
門
と
異
な
り
、
元
凱
に
は
『
吐
法
編
」
『
麻
疹
編
」
「
温
疫
余
論
』
「
刺
絡
編
』
「
腹
診
秘
訣
」
な
ど
の
複
数
の
著
書
が
あ
る
上
、
永
田

（
粥
）

徳
本
（
一
五
一
三
’
一
六
一
二
○
）
の
『
知
足
斎
梅
花
無
尽
蔵
」
の
校
定
、
陳
実
功
の
『
外
科
正
宗
」
二
六
一
七
年
自
序
）
と
一
六
四
二
年
成
立
の

（
似
）

呉
有
性
の
「
温
疫
論
」
の
復
刻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
著
書
に
は
一
東
門
先
生
随
筆
」
と
は
違
っ
て
、
臨
床
上
の
観
点
を
離

れ
て
医
道
を
論
じ
て
い
る
箇
所
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
元
凱
の
医
学
に
お
け
る
思
想
的
立
場
を
捉
え
る
に
は
、
東
門
の
場
合
と
は
異
な
っ
た

難
し
さ
が
あ
る
。
本
槁
で
は
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
東
門
の
医
学
と
直
接
に
共
通
点
の
あ
る
『
吐
方
編
」
「
刺
絡
編
』
、
河
口
信
任
（
一
七

三
六
’
一
八
一
二
の
一
解
屍
篇
」
中
の
元
凱
の
コ
メ
ン
ト
を
主
要
資
料
と
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
元
凱
の
医
学
の
全
般
的
特
徴
を
さ
ぐ
っ
て

東
門
と
同
じ
く
若
年
に
奥
村
良
筑
に
吐
法
を
師
事
し
た
元
凱
は
、
二
十
八
歳
の
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
に
主
要
著
害
の
一
つ
で
あ
る
『
吐

法
編
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
『
吐
法
編
」
は
、
張
従
正
（
字
は
子
和
）
の
「
儒
門
事
親
」
二
一
三
六
年
頃
？
）
を
読
ん
で
、
日
本
で
そ
れ

ま
で
実
践
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
吐
法
の
再
興
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
師
の
奥
村
良
筑
の
教
育
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

（
桐
）

の
全
篇
を
通
じ
て
張
子
和
、
張
仲
景
と
『
傷
寒
論
」
、
孫
思
遡
と
『
千
金
方
」
、
「
内
経
」
の
順
に
最
も
よ
く
引
用
し
て
い
る
。
更
に
詳
し
く
内

（
柵
）

容
を
見
れ
ば
、
序
・
凡
例
に
続
い
て
、
本
文
の
い
わ
ゆ
る
理
論
篇
に
当
た
る
部
分
が
一
丁
目
か
ら
二
丁
強
当
て
ら
れ
、
続
い
て
一
二
丁
目

か
ら
二
七
丁
目
ま
で
が
証
治
と
題
す
る
い
わ
ば
臨
床
篇
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
に
従
っ
て
理
論
篇
と
臨
床
篇
に
分
け
て
医
家
及
び
医
書

の
引
用
頻
度
を
見
る
と
、
理
論
篇
で
は
張
子
和
一
八
回
、
『
内
経
」
一
二
回
、
張
仲
景
二
回
、
葛
洪
七
回
。
臨
床
篇
で
は
張
子
和
四
七
回
、

孫
思
遡
と
『
千
金
方
」
一
七
回
、
張
仲
景
と
『
傷
寒
論
」
一
五
回
、
『
外
台
秘
要
」
一
二
回
、
「
内
経
」
六
回
の
順
と
な
り
、
多
少
の
変
動
が

あ
る
。
こ
こ
で
私
た
ち
が
注
意
し
た
い
の
は
、
元
凱
の
臨
床
医
と
し
て
の
観
察
眼
の
鋭
さ
と
厳
密
な
姿
勢
が
、
古
典
の
広
範
な
研
究
と
考
証

三
六
’
一
八

お
き
た
い
。
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（
別
）

身
の
筆
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
仰
）
（
媚
）

か
ら
「
歴
験
」
（
薬
物
の
薬
能
を
実
際
に
用
い
て
確
か
め
る
）
、
「
試
効
」
（
吐
剤
の
効
能
を
試
す
）
と
い
う
実
証
的
方
法
を
可
能
に
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
浅
田
宗
伯
が
元
凱
の
医
学
を
定
義
す
る
の
に
、
「
実
験
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
も
容
易
に
う
な
づ
け
る
。
そ
こ
で
、
当
然
私

（
栂
）

た
ち
は
、
藺
学
の
先
駆
者
た
ち
が
し
き
り
に
問
題
に
し
た
前
述
の
「
実
験
」
「
実
測
」
、
更
に
は
「
歴
試
」
な
ど
に
表
現
さ
れ
る
思
考
方
法
と
、

元
凱
の
医
学
と
の
共
通
点
を
考
え
る
。
だ
が
後
で
見
る
よ
う
に
、
元
凱
自
身
の
方
法
論
の
枠
組
み
全
体
は
あ
く
ま
で
も
『
内
経
」
に
密
着
し

て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
・

元
凱
は
ま
た
、
三
十
四
歳
の
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
、
有
名
な
長
崎
通
詞
で
医
学
に
造
詣
の
深
い
吉
雄
幸
左
衛
門
と
楢
林
流
の
楢
林
二

（
帥
）

代
目
栄
哲
の
も
と
で
学
ん
だ
西
洋
刺
絡
の
知
識
と
、
「
内
経
」
以
来
の
刺
絡
の
技
法
を
も
と
に
『
刺
絡
編
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
一
般
に
こ
の

（
別
）

本
は
、
關
方
の
刺
絡
を
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
害
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
元
凱
の
視
点
は
、
む
し
ろ
「
切
而
翔
実
（
正
当
で
、
詳
し
く

（
魂
）

厳
密
こ
な
記
述
の
な
さ
れ
て
い
る
「
内
経
』
中
の
刺
絡
が
長
ら
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
に
注
意
し
た

い
。
そ
こ
で
元
凱
は
長
崎
へ
赴
き
、
吉
雄
・
楢
林
両
氏
の
も
と
で
蘭
方
の
刺
絡
を
見
聞
。
そ
の
技
法
が
『
内
経
」
の
そ
れ
と
同
様
「
精
該
、

審
諦
（
精
し
く
徹
底
し
て
お
り
、
入
念
に
探
求
さ
れ
て
い
る
）
」
で
、
し
か
も
ま
だ
『
内
経
」
の
中
で
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
論
じ

（
認
）

ら
れ
て
い
な
い
点
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
三
年
間
「
内
経
」
の
刺
絡
に
加
え
て
剛
方
の
刺
絡
の
研
讃
も
積
ん
だ
こ
と
が
、
元
凱
自

以
上
の
こ
と
か
ら
、
後
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
『
刺
絡
編
」
の
中
で
示
さ
れ
る
元
凱
の
閏
方
刺
絡
に
対
す
る
立
場
は
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
全

面
的
に
取
り
上
げ
る
と
い
う
よ
り
、
『
内
経
」
の
刺
絡
法
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
は
補
う
た
め
の
下
敷
き
と
し
て
い
る
点
に
、
一

つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
刺
絡
編
」
が
刊
行
さ
れ
た
と
同
じ
年
に
、
元
凱
が
弟
子
の
一
人
の
河
口
信
任
の
指
揮
に
よ
る
解
剖
に
立
ち
合
い
、
そ

の
二
年
後
の
明
和
九
年
（
一
七
七
三
に
刊
行
さ
れ
た
『
解
屍
篇
』
中
に
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
元
凱
の
．
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賊
の
著
者
で
あ
る
長
崎
の
林
鼎
は
言
う
。
「
先
生
之
言
。
素
霊
空
言
嗽
。
日
。
否
。
岐
黄
聖
者
也
。
以
其
至
徳
為
之
。
垂
法
万
世
。
為
千
古

（
髄
）

不
刊
之
書
。
故
解
蔵
之
事
。
岐
黄
而
可
。
吾
輩
不
可
。
（
傍
点
筆
者
。
以
下
略
）
」
。
こ
れ
を
読
め
ば
元
凱
の
基
本
的
立
場
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

（
訂
）

『
刺
絡
編
』
の
祓
の
著
者
、
木
村
恒
徳
の
「
然
吾
荻
先
生
嘗
嘆
。
刺
絡
之
衰
世
不
知
也
。
而
拠
素
霊
芳
考
蛮
法
。
論
次
研
尋
。
作
刺
絡
編
（
傍

点
筆
者
。
以
下
略
）
」
と
い
う
文
章
が
、
更
に
一
層
の
現
実
味
を
も
っ
て
元
凱
の
藺
方
刺
絡
へ
の
取
り
組
み
方
を
私
た
ち
に
示
し
て
い
る
こ
と
を

認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
東
門
と
元
凱
の
基
本
的
立
場
の
違
い

以
上
、
本
題
に
入
る
前
に
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
同
じ
学
統
に
属
し
、
多
く
の
共
通
の
職
業
上
の
関
心
を
抱
い
た
東
門
と
元
凱
が
、
一
方
で

治
験
上
得
ら
れ
る
実
証
性
を
そ
れ
ぞ
れ
臨
床
上
で
不
可
欠
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
古
方
派
の
臨
床
家
と
し
て
依
拠
す
る
「
内
経
」
へ
の
基
本

的
立
場
を
全
く
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
を
常
に
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
東
門
と
元
凱
が
解
剖
と
刺
絡
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
と
取
り
組
ん
だ
の
か
を
、
順
を
追
っ
て
見
て
き
た
い
。

（
｝
抑
）

定
で
き
な
か
っ
た
点
は
、

次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

東
門
の
指
揮
に
よ
る
解
剖
は
、
明
和
八
年
二
七
七
一
）
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
計
三
回
が
知
ら
れ
て
い
る
。

父
・
東
洋
の
快
挙
以
来
、
東
門
に
よ
る
最
初
の
解
剖
ま
で
、
計
七
件
が
先
学
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
方
法
論
的
観
点
か
ら
特

メ
ン
ト
は
、
『
解
屍
篇
」
本
文
の
ほ
と
ん
ど
二
割
を
占
め
、
元
凱
の
医
学
の
内
容
を
さ
ぐ
る
上
で
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
東
門
と
の
比
較
を
中
心
に
後
で
詳
述
す
る
が
、
元
凱
が
儒
家
と
し
て
の
立
場
を
貫
き
、
弟
子
が
解
剖
を
行
う
こ
と
さ
え
容
易
に
肯

幸
抑
）

定
で
き
な
か
っ
た
点
は
、
一
考
に
値
す
る
。
こ
の
元
凱
の
医
家
と
し
て
の
見
解
を
よ
く
表
し
て
い
る
文
章
が
「
解
屍
篇
」
賊
に
あ
る
の
で
、

（
一
）
山
脇
東
門
と
解
剖

四
、
山
脇
束
門
・
荻
野
元
凱
と
解
剖
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荻
野
元
凱
は
束
門
と
違
い
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
解
剖
を
指
揮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に

儒
者
と
し
て
の
自
身
の
立
場
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
が
、
西
洋
医
学
書
の
中
に
入
っ
て
い
た
解
剖
図
を
か
つ
て
見
た
こ
と

（
術
）

が
あ
り
、
中
国
医
学
に
よ
る
解
剖
図
へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
家
猪
や
獺
を
ひ
そ
か
に
解
体

（
“
）

し
て
観
察
を
行
っ
た
こ
と
が
『
解
屍
篇
」
本
文
中
に
元
凱
自
身
の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

元
凱
の
『
解
屍
篇
」
中
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
最
も
強
く
印
象
に
残
る
の
は
、
元
凱
自
身
が
実
際
に
自
分
の
目
で
観
察
し
た
事
象
に
与
え

る
信
頼
感
で
あ
る
。
自
ら
の
眼
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肺
の
形
態
、
胃
及
び
脾
臓
の
位
置
大
腸
の
長
さ
、
膀
胱
の
形
態
、
胆
妻
の
容

に
興
味
深
い
の
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
解
体
新
書
」
刊
行
の
十
年
も
前
に
合
田
求
吾
（
一
七
二
三
’
一
七
七
一
）
と

（
兇
）
（
開
）

永
富
独
哺
庵
が
病
理
解
剖
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
前
出
の
林
鼎
や
小
石
元
俊
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
東
門
の
見
解
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
束
門
は
私
た
ち
に
何
の
手
が
か
り
も
残
し
て
い
な
い
・

東
門
の
指
揮
し
た
解
剖
に
関
し
東
門
自
身
が
吉
き
遺
し
て
い
る
も
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
明
和
八
年
の
解
剖
の
際
作
製
さ
れ

（
帥
）

た
解
剖
図
『
玉
砕
臓
図
」
に
寄
せ
た
序
た
だ
一
件
で
あ
る
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
執
刀
者
の
不
手
際
に
よ
り
残
念
な
が
ら
完
壁
を
期
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
束
門
に
よ
る
解
剖
に
つ
い
て
の
見
解
も
解
剖
所
見
の
報
告
も
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他

の
東
門
自
身
の
解
剖
に
関
す
る
記
述
と
言
え
ば
、
前
述
の
ご
と
く
「
東
門
先
生
随
筆
」
中
の
二
カ
所
で
心
臓
の
形
態
と
胃
の
内
部
の
所
見
に

（
伽
）

簡
単
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
解
剖
学
史
上
か
ら
は
、
既
に
小
川
鼎
三
博
士
が
「
解
体
新
書
」
刊
行
以
降
に
東
門
に
よ
り
行
わ
れ

（
腿
）

た
二
度
の
解
剖
に
つ
い
て
、
本
吉
の
影
響
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
を
生
き
た
大
阪
の
麻
田
剛
立
（
一
七
三

四
’
一
七
九
九
）
が
、
安
永
二
年
二
七
七
三
）
正
月
に
杉
田
玄
白
と
中
川
淳
庵
の
連
名
で
出
さ
れ
た
「
解
体
約
図
」
に
素
速
く
反
応
し
て
い

（
“
）る

の
と
一
見
対
照
的
で
あ
る
。
が
、
筆
者
は
む
し
ろ
東
門
の
こ
の
態
度
を
「
医
の
事
は
着
実
な
る
が
よ
し
。
少
し
に
て
も
紛
ら
わ
し
き
事
は

（
“
）

言
ふ
く
か
ら
ず
」
と
い
う
文
章
に
見
ら
れ
る
束
門
の
説
く
「
実
証
性
に
必
要
な
厳
密
さ
の
あ
ら
わ
れ
」
、
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
荻
野
元
凱
と
「
解
屍
篇
』
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（
師
）

積
な
ど
に
つ
い
て
の
古
人
の
描
写
が
、
眼
前
に
繰
り
広
が
る
事
実
と
相
容
れ
な
い
こ
と
が
次
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
反
面
、
元
凱
の

（
能
）

注
意
は
、
中
国
の
医
書
の
中
に
見
ら
れ
る
描
写
を
自
ら
の
眼
に
映
る
事
実
と
対
照
し
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

（
的
）

一
屍
体
の
解
剖
が
千
万
人
の
治
癒
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
弟
子
の
河
口
信
任
の
解
剖
を
敢
え
て
許
し
た
元
凱
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
見
た
「
内
経
」
を
聖
典
視
す
る
自
身
の
立
場
を
、
こ
の
解
剖
に
立
ち
会
っ
た
後
も
元
凱
が
変
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
「
解
屍
篇
』

（
別
）

の
刊
行
を
あ
く
ま
で
も
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
元
凱
の
こ
の
解
剖
へ
の
参
加
が
、
い
わ
ば
自
身
の
「
内
経
」

に
対
す
る
立
場
に
も
拘
わ
ら
ず
実
現
し
た
こ
と
。
そ
れ
は
見
方
を
換
え
れ
ば
、
臨
床
家
と
し
て
の
個
人
的
内
的
葛
藤
も
つ
き
崩
す
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
、
元
凱
の
「
内
経
』
に
対
す
る
立
場
が
堅
固
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
池
）

『
東
門
先
生
随
筆
」
中
の
刺
絡
に
関
す
る
記
載
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
か
な
り
の
部
分
を
占
め
、
東
門
の
関
心
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
但
し
、

東
門
の
記
述
は
専
ら
刺
絡
の
臨
床
応
用
上
の
技
術
問
題
に
集
中
し
、
理
論
面
に
は
全
く
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
東
門

が
最
初
に
師
事
し
た
垣
本
鍼
源
は
、
三
稜
鍼
を
用
い
て
東
西
に
共
通
の
委
中
、
尺
沢
を
刺
す
こ
と
を
專
ら
と
し
、
東
門
自
身
も
被
験
者
の
量

（
耐
）

倒
を
防
ぐ
た
め
、
委
中
を
刺
す
場
合
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
改
良
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
東
門
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、
薬
よ
り
も
速
効
で
、
灸

（
利
）

の
よ
う
に
あ
つ
く
も
痛
み
も
し
な
い
こ
の
治
療
法
を
、
医
者
の
技
術
の
拙
さ
の
た
め
に
俗
人
が
恐
れ
る
、
と
い
う
事
態
を
招
か
な
い
た
め
、

（
｜
）
山
脇
東
門
の
刺
絡

東
門
の
提
唱
し
た
刺
絡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
藺
方
刺
絡
と
紹
介
さ
れ
る
の
と
異
な
り
、
実
際
に
は
、
明
和
の
頃
す
で
に
刺
絡
家

と
し
て
名
を
な
し
て
い
た
「
煕
載
録
』
（
一
七
七
八
）
の
著
者
、
垣
本
鍼
源
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
工
藤
訓
正
博
士

（
、
）

五
、
山
脇
束
門
・
荻
野
元
凱
と
刺
絡
法
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既
に
見
た
よ
う
に
、
元
凱
が
『
刺
絡
篇
」
を
著
し
た
最
も
大
き
な
理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
正
当
で
、
詳
し
く
、
し
か
も
厳
密
」
な
『
内

経
」
中
の
刺
絡
法
が
長
い
間
、
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
を
無
念
に
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
で
見
聞
き
し
た
西
洋
刺
絡
が
『
内
経
」

（
帥
）

の
刺
絡
法
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
両
法
を
研
讃
し
た
成
果
を
世
に
問
う
た
め
で
あ
る
。
本
文
は
二
四
丁
か
ら
成
り
、
い
わ
ゆ
る
理

論
篇
、
臨
床
篇
に
相
当
す
る
部
分
が
一
八
丁
半
、
そ
の
後
に
一
三
の
治
験
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
簡
単
に
本
文
の
内
容
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
理
論
篇
は
以
下
よ
り
な
る
。
導
入
篇
に
当
た
る
部
分
（
本
書
の
執
筆
に
至
っ
た
経

（
別
）

緯
）
。
統
論
（
刺
絡
応
用
の
た
め
の
総
論
。
『
素
問
」
「
霊
枢
」
の
み
を
引
用
）
・
血
絡
（
刺
絡
の
対
象
と
な
る
浅
在
細
静
脈
の
オ
ラ
ン
ダ
語
、
中
国
語
を

併
用
し
て
の
説
明
）
。
論
血
（
被
験
者
の
個
体
差
、
血
絡
の
状
態
、
放
出
さ
れ
る
血
液
の
様
相
に
基
づ
い
た
被
験
体
の
判
断
、
採
血
量
の
基
準
）
。
達
壁

と
い
う
東
門
の
職
業
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

隼
心
）

ま
た
、
東
門
は
、
当
時
蘭
方
の
刺
絡
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
皷
鍼
、
ま
た
は
こ
う
鍼
ラ
ン
セ
イ
タ
に
よ
る
治
療
が
、
『
内
経
」
以
来
の

（
郡
）

そ
れ
と
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
実
際
、
東
門
は
「
内
経
」
『
万
病
回
春
」
（
一
五
八
七
）
、
「
捗
脹
玉
衡
』
（
一
六
七
五
）
中

（
万
）

に
見
ら
れ
る
鍍
鍼
の
使
用
に
言
及
す
る
が
、
東
門
が
蘭
方
の
刺
絡
そ
の
も
の
に
正
面
き
っ
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
と
い

う
の
も
東
門
の
藺
方
に
よ
る
刺
絡
へ
の
取
り
組
み
方
は
、
吉
雄
幸
左
衛
門
に
教
示
さ
れ
て
臨
床
上
二
、
三
の
取
り
入
れ
る
べ
き
点
を
発
見
し
、

（
稲
）

そ
れ
を
採
用
し
た
、
と
い
う
技
術
補
足
上
の
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
抑
）

束
門
は
、
当
時
蘭
方
の
刺
絡
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
皷
鍼
も
三
稜
鍼
と
並
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
問
題
は
「
内
経
」
以
来
の
技
法
で

あ
る
皷
鍼
の
使
用
に
よ
っ
て
、
東
門
自
身
が
蘭
方
刺
絡
と
の
直
接
の
関
係
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
束
門
の
関
心
は
、
刺
絡
の
治
験
上
の
効
果
を
如
何
に
高
め
る
か
に
集
中
し
て
い
る
。
束
門
と
藺
方
刺
絡
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
門

が
採
り
入
れ
た
藺
方
刺
絡
の
技
法
の
治
験
上
の
有
効
性
を
束
門
が
認
め
た
時
点
で
初
め
て
、
東
門
の
臨
床
医
学
上
蘭
方
刺
絡
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
と
見
る
の
が
よ
り
真
実
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
荻
野
元
凱
と
『
刺
絡
篇
』
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介
さ
れ
て
い
る
刺
絡
法
十
種
の
う
ち
、

（
別
）

の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

（
艶
）

今
素
問
」
『
霊
枢
』
に
基
づ
い
た
血
の
謹
滞
へ
の
対
処
法
の
基
本
）
。
鍼
目
（
皷
鍼
、
機
鍼
、
三
稜
鍼
、
韮
葉
鍼
の
紹
介
）
。
刺
変
（
刺
絡
法
の
応
用
に

（
郡
）

附
随
す
る
シ
ョ
ッ
ク
、
失
血
な
ど
へ
の
対
処
）
。
刺
禁
（
『
素
問
」
『
霊
枢
」
に
基
づ
い
て
の
刺
絡
の
実
施
の
可
・
不
可
の
判
断
）
。
次
い
で
臨
床
篇
は
尺

中
、
手
背
、
掴
中
、
商
少
、
大
敦
穴
、
額
上
、
鼻
中
、
舌
下
、
外
賢
、
抓
鍼
法
の
各
刺
法
を
紹
介
し
、
蟆
鍼
法
、
角
法
も
合
わ
せ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
一
三
の
治
験
例
が
続
く
。
こ
れ
を
読
ん
で
す
ぐ
に
気
づ
く
こ
と
は
、
理
論
篇
で
蘭
方
刺
絡
の
内
容
に
触
れ
て
い
る
の

は
血
絡
の
箇
所
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
の
引
用
書
は
、
「
素
問
」
『
霊
枢
』
『
金
置
要
略
』
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
臨
床
篇
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
刺
絡
法
十
種
の
う
ち
、
尺
中
法
、
手
背
法
、
掴
中
法
、
額
上
法
、
舌
下
法
は
東
西
に
共
通
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
東
洋
独
自

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
臨
床
篇
の
焦
点
は
關
方
の
刺
絡
そ
の
も
の
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
東
西
の
刺
絡
法
を
並
行
し
て
紹
介

す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
ウ
エ
ー
ト
は
む
し
ろ
中
国
の
刺
絡
法
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
蘭
方
と
中
国
の
刺
絡
法
を
時
に
重
ね
合

わ
せ
、
時
に
並
行
し
て
紹
介
す
る
元
凱
の
方
法
は
、
正
当
な
『
内
経
』
の
中
の
刺
絡
を
藺
方
の
刺
絡
に
よ
り
補
足
し
、
よ
り
完
壁
な
も
の
に

し
よ
う
と
す
る
元
凱
の
意
図
を
、
効
果
的
に
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
見
方
を
換
え
れ
ば
、
『
素
問
』
「
霊
枢
」
に
依
拠
し
な
が
ら
蘭
方
刺

（
蹄
）

絡
を
紹
介
す
る
こ
と
が
元
凱
に
と
り
、
『
内
経
』
の
い
わ
ば
絶
対
的
価
値
を
再
確
認
す
る
一
つ
の
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と

（
師
）

言
え
よ
う
。
ま
た
、
巻
末
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
治
験
例
は
、
元
凱
自
身
の
序
に
よ
れ
ば
後
の
考
証
に
備
え
る
た
め
で
あ
る
。
が
、
そ
こ
に
は
、

元
凱
が
聖
典
視
す
る
『
内
経
」
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
刺
絡
法
へ
の
元
凱
の
信
頼
感
が
、
否
応
な
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

「
世
を
済
い
、
物
を
利
す
る
」
た
め
に
病
気
の
根
源
を
見
極
め
、
治
験
上
の
デ
ー
タ
を
武
器
に
最
上
の
治
療
を
施
そ
う
と
す
る
山
脇
東
門
。

そ
の
立
場
は
三
回
の
解
剖
を
通
じ
て
、
臨
床
場
面
に
お
け
る
治
験
上
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
優
位
へ
の
確
信
を
深
め
る
こ
と
で
、
更
に
一
層
の

－L
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厳
密
さ
を
加
え
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
臨
床
経
験
の
み
を
拠
り
所
と
し
、
し
か
も

紛
ら
わ
し
い
こ
と
は
一
切
口
に
し
な
い
、
と
い
う
態
度
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
方
で
、
自
ら
対
外
世
界
と
の
接
触
を
極
端
に
狭

（
碗
）

め
た
。
他
方
で
中
国
医
学
の
理
論
上
の
土
台
で
あ
る
「
内
経
」
の
内
的
一
貫
性
の
混
乱
を
指
摘
、
批
判
す
る
こ
と
さ
え
も
辞
さ
な
い
、
と
い

う
強
烈
な
批
判
精
神
を
生
み
出
す
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
東
門
は
自
身
で
得
た
治
験
上
の
デ
ー
タ
と
そ
こ
に
立
脚
す
る
医
学
に
、

殆
ん
ど
排
他
的
と
も
言
え
る
信
頼
感
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
東
門
が
意
識
す
る
、
し
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
知
識
階
級
に
充
満
し
て

い
た
懐
疑
・
開
明
・
有
用
性
と
い
う
性
格
に
代
表
さ
れ
る
実
学
思
潮
と
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
認
め
た
実
証
主
義
の
所

産
で
も
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
東
門
と
元
凱
が
、
そ
ろ
っ
て
永
田
徳
本
の
『
知
足
斎
梅
花
無
尽
蔵
』
に
特
別
の
関
心
を

（
繩
）

寄
せ
て
い
る
の
は
大
変
興
味
深
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
紙
幅
の
関
係
上
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
荻
野
元
凱
が
追
求
し
た
医
学
に
お
け
る
実
証
性
は
、
内
容
的
・
方
法
論
的
に
東
門
の
そ
れ
と
は
か
な
り
質
を
異
に
す
る
こ
と
、

を
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
。
解
剖
の
際
の
身
体
内
部
の
観
察
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
の
会
見
に
よ
る
西
洋
医
学
の
知
識
の
吸
収
、
蘭

方
刺
絡
の
研
究
を
通
じ
て
確
認
し
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
実
証
性
は
、
元
凱
が
信
奉
す
る
「
内
経
』
の
正
当
性
を
揺
ら
が
せ
は
し
な
い
。
時
に

は
そ
れ
を
元
凱
に
再
確
認
さ
れ
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
見
て
き
た
。
そ
れ
が
、
必
ず
し
も
元
凱
の
考
え
通
り
に
運

ん
だ
か
否
か
は
別
の
問
題
と
し
て
も
、
解
剖
・
刺
絡
を
窓
に
し
て
元
凱
が
得
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
実
際
的
知
識
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
そ
れ

が
『
内
経
」
の
医
学
と
本
来
異
質
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
出
発
点
に
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
厳
密
か
つ
実
証
性
に
富
む
オ

ラ
ン
ダ
医
学
へ
の
接
近
は
、
「
内
経
」
の
医
学
の
完
壁
化
を
目
指
し
た
元
凱
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
手
段
の
一
つ
で

も
あ
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
見
す
る
と
、
臨
床
家
と
し
て
非
常
に
近
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
持
つ
同
時
代
人
で
、
同
じ
学
統
に
属
す
山
脇
東
門
と
荻
野
元
凱
。
彼
ら
は

オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、
「
実
験
」
「
歴
験
」
「
試
効
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
治
験
上
の
実
証
性
重
視
と
い
う
共
通
項
を

も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
っ
た
立
場
・
方
法
論
に
立
っ
て
、
中
国
医
学
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
相
対
立
す
る
見
解
を
展
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開
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
単
に
、
古
方
派
か
ら
出
た
漢
蘭
折
衷
派
と
古
方
派
の
違
い
と
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、
歴
史
の
あ
る
部
分
を
故
意
に
見
落
と
す

危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
化
の
過
程
を
考
え
る
場
合
、
私
た
ち
は
「
科
学
的
思
考
法
」
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
近
代
化
が
西
洋
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
以
上
、
西
洋
科
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
異
っ
た
分
野
で
、
個
別
に
、
ど
の
よ
う
な

立
場
か
ら
理
解
、
受
容
さ
れ
、
あ
る
い
は
変
質
を
受
け
て
い
た
か
を
細
く
見
て
い
く
こ
と
は
、
不
可
欠
な
作
業
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
種
の
研
究
が
ま
す
ま
す
ふ
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
安
易
な
解
釈
の
罠
に
落
ち
な
い
よ
う
に
と
の
自
戒
の
意
味
も
こ
め

て
、
本
稿
を
執
筆
し
た
。
筆
者
自
身
に
も
意
外
な
発
見
が
あ
り
、
内
心
少
し
驚
い
て
い
る
。
こ
の
驚
き
を
今
後
の
研
究
へ
の
バ
ネ
と
す
る
こ

と
を
心
に
期
し
て
、
本
稿
の
結
語
と
し
た
い
。

謝
辞

資
料
の
提
供
並
び
に
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
真
柳
誠
博
士
、
矢
数
道
明
博
士
、
ま
た
古
医
学
文
献
の
閲
覧
、
利
用
に
便
宜
を
お

図
り
い
た
だ
い
た
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
近
代
化
と
科
学
の
発
展
の
問
題
に
つ
き
、
常
に
多
大
の
学
恩
を

蒙
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
所
東
ア
ジ
ア
科
学
史
研
究
班
の
指
導
者
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ル
ネ
教

授
、
同
ピ
ェ
ー
ル
ー
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ヴ
ィ
ル
教
授
、
並
び
に
班
員
各
位
、
そ
し
て
西
洋
刺
絡
法
に
つ
き
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
友
人
ア
ラ
ン
・
ブ
リ
オ
博
士
に
合
わ
せ
て
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
本
稿
は
、
一
九
九
三
年
八
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
国
際
束
ア
ジ
ア
科
学
史
会
議
に
お
い
て
発
表
し
た
『
解
剖
と
山
脇
東
門
の
医
学
」

と
題
す
る
口
演
の
内
容
を
再
構
成
し
、
大
幅
に
加
筆
し
て
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
）
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（
１
）
刺
絡
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
本
と
し
て
は
、
工
藤
訓
正
・
丸
山
昌
郎
両
博
士
に
よ
る
「
刺
絡
治
療
法
」
、
医
道
の
日
本
社
、
東
京
、
一
九
五

七
（
昭
和
三
十
二
年
）
、
再
版
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
年
）
、
新
版
、
績
文
堂
、
東
京
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
二
が
あ
る
。
な
お
、

両
博
士
に
は
刺
絡
に
つ
い
て
の
多
数
の
論
文
が
あ
る
。

（
２
）
一
七
七
四
年
の
『
解
体
新
耆
」
の
刊
行
は
、
中
国
に
先
ん
じ
る
こ
と
優
に
一
世
紀
以
上
の
快
挙
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
日
本
の
医
学

の
進
展
の
文
化
的
・
社
会
的
・
思
想
的
背
景
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
拙
論
巨
重
８
巨
醇
○
両
》
、
『
穿
皀
目
白
］
号
匿
己
段
円
旨
ｇ
ｇ
ｇ
曽
駕

菌
の
①
画
匡
ョ
（
）
烏
市
呂
旨
○
厨
ご
ゞ
ｎ
号
ミ
侭
Ｐ
ｚ
Ｃ
．
］
↓
展
『
耐
．
二
一
’
一
六
○
頁
、
一
九
九
二
年
、
で
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
３
）
山
脇
東
門
の
生
涯
・
業
績
に
つ
い
て
の
全
般
的
紹
介
と
し
て
は
、
帥
寺
師
睦
宗
「
解
説
山
脇
東
門
」
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
「
近
世
漢
方

医
学
書
集
成
Ｍ
」
一
二
一
頁
’
一
二
六
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
。
⑰
富
士
川
海
「
山
脇
東
門
先
生
」
、
富
士

川
英
郎
編
「
富
士
川
浦
著
作
集
７
』
九
八
’
一
○
○
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
十
五
）
（
初
出
は
明
治
二
十
六
年
）
。

仰
工
藤
訓
正
「
刺
絡
名
家
」
、
『
漢
方
の
臨
床
」
九
巻
十
一
・
十
二
合
併
号
、
三
八
二
’
三
八
三
頁
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
。
前
掲
注
（
１
）

文
献
、
一
八
八
’
一
九
一
頁
な
ど
が
あ
る
。
荻
野
元
凱
に
つ
い
て
は
、
⑥
浅
田
宗
伯
「
先
哲
医
話
上
」
、
『
近
世
漢
方
医
学
耆
集
成
川
」
、
名
著

出
版
、
東
京
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
。
本
注
文
献
い
、
三
八
四
’
三
八
五
頁
。
前
掲
注
（
１
）
文
献
、
一
九
一
’
一
九
三
頁
な
ど
が
あ

（
４
）
山
田
珠
樹
訳
注
「
ツ
ン
ベ
ル
グ
日
本
紀
行
」
、
「
異
国
叢
書
４
」
一
八
五
’
一
八
六
頁
、
駿
南
社
、
東
京
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
。
こ
の
時
の

元
凱
の
訪
問
に
つ
い
て
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
午
後
に
私
は
内
裏
の
医
者
の
訪
問
を
う
け
た
。
中
年
の
男
で
あ
っ

た
。
名
を
オ
ギ
ノ
・
サ
ヒ
ョ
ー
グ
・
工
・
ノ
・
サ
コ
ン
（
当
時
元
凱
は
、
左
兵
衛
少
志
）
と
云
ふ
。
オ
ギ
ノ
は
そ
の
姓
で
あ
り
、
エ
ノ
サ
コ

ン
は
そ
の
名
で
あ
り
、
サ
ヒ
ョ
ー
グ
は
内
裏
か
ら
賜
っ
た
称
号
で
あ
る
。
こ
の
人
は
植
物
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
新
た
に

採
集
し
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
薬
効
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
各
種
の
病
に
つ
い
て
私
の
意
見
を
問
う
た
。
二
人
の
会
話

は
通
訳
を
介
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
私
が
こ
の
男
に
正
確
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
あ
る
植
物
の
名
を
日
本
字
で
書
い
て
や
っ
た
と
こ
ろ
が
、

非
常
に
驚
い
て
い
た
。
（
以
下
略
）
」
。

（
５
）
小
島
康
敬
「
儒
学
の
社
会
化
」
、
頼
騏
一
編
『
日
本
の
近
世
昭
儒
学
・
国
学
・
洋
学
」
一
二
五
’
一
二
六
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
九

文
献
及
び
注

ス
ー

0
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（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
帥
）

三
年
（
平
成
五
）
。

（
６
）
源
了
圓
「
開
明
恩

医
学
史
で
は
名
古
屋
玄
医
、
後
藤
艮
山
、
山
脇
東
洋
、
香
川
修
徳
を
古
方
四
大
家
と
す
る
。

石
原
明
「
日
本
の
医
学
」
一
七
四
頁
、
至
文
堂
、
東
京
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
。

城
福
勇
『
平
賀
源
内
」
一
○
○
、
一
五
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
一
年
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
四
十
六
、
六
十
一
）
。
杉
田
玄
白

『
形
影
夜
話
下
」
一
八
○
九
年
（
文
化
六
）
、
「
日
本
思
想
大
系
例
』
二
八
四
’
二
八
五
頁
。

三
浦
梅
園
「
造
物
餘
證
」
梅
園
会
編
「
梅
園
全
集
上
巻
』
七
九
六
頁
、
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
。

小
石
元
瑞
、
前
掲
注
（
賜
）
文
献
、
八
○
頁
。

山
脇
東
門
、
前
掲
（
９
）
文
献
、
’
二
一
’
二
一
二
、
二
八
三
頁
な
ど
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
○
一
、
二
三
九
頁
。

前
掲
（
Ⅱ
）
文
献
、
三
四
一
頁
。

『
西
説
内
科
撰
要
」
序
、
一
七
九
二
年
、
二
丁
ウ
ラ
、
三
丁
オ
モ
テ
、
ｎ
本
世
論
調
査
研
究
所
復
刻
、
東
京
、
刊
年
不
詳
。

小
石
元
瑞
「
先
考
大
愚
先
生
行
状
記
」
一
八
○
九
年
成
槁
、
「
京
都
の
医
学
史
資
料
編
』
一
○
一
頁
、
思
文
閻
出
版
、
京
都
、
一
九
八
○
年

和
五
十
五
）
・

大
槻
玄
沢
一

前
掲
（
Ⅱ
）

前
掲
（
Ⅱ
）

前
掲
（
６
）
文
献
、
九
頁
。

河
口
信
任
撰
「
解
屍
篇
」
序
、
明
和
八
年
二
七
七
一
）
、
二
丁
ウ
ラ
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
顎
軒
文
庫
蔵
。

山
脇
東
門
「
東
門
先
生
随
筆
」
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
ｕ
」
二
一
二
頁
。

大
槻
玄
沢
『
六
物
新
志
』
題
言
、
一
七
八
一
年
、
三
丁
オ
モ
テ
、
『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
鋤
」
二
一
頁
、
恒
和
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○
年
（
昭

一
一
一
）
０

（
昭
和
五
十
五
）
。

「
開
明
思
想
と
し
て
の
実
学
」
、
源
了
回
・
末
中
哲
夫
編
『
日
中
実
学
史
研
究
』
六
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
年
（
平
成

『
蘭
学
偕
梯
」
一
七
八
三
年
、
「
日
本
思
想
大
系
“
」
三
三
三
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
）

文
献
、
三
四
○
頁
。
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前
掲
（
９
）
文
献
、
二
二
二
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
八
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
四
三
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
二
○
、
二
二
六
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
二
五
’
二
二
六
、
二
六
七
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
六
七
、
二
八
三
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
八
、
二
八
三
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
四
八
、
二
五
九
頁
。

刊
年
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
顎
軒
文
庫
蔵
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
山
脇
東
門
も
本
書
に
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
。
注
（
棚
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
（
狸
）
文
献
、
同
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
八
、
二
二
二
頁
。

こ
れ
ら
の
語
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
吉
田
忠
「
蘭
学
と
実
学
」
、
源
了
圓
・
末
中
哲
夫
（
編
）
、
前
掲
（
６
）
文
献
、
九
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

山
脇
束
門
、
前
掲
（
９
）
文
献
、
二
二
三
、
二
四
七
頁
。

浅
田
宗
伯
「
先
哲
医
話
上
」
、
「
近
世
漢
方
医
学
言
集
成
Ⅷ
」
一
○
一
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
一
○
、
一

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
七
○
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
一
三
、
一
二
七
、
二
二
四
、
二
二
六
、
二
四
一
、
二
四
三
、
二
七
○
、

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
四
七
、
二
四
九
、
二
五
七
’
二
五
九
、
二
六
三
、
二
六
六
’
二
六
七
、

前
掲
（
９
）
文
献
、
一
九
九
’
二
○
○
、
二
○
四
’
二
○
五
、
二
○
九
’
二
一
○
、
二
一
六
、

前
掲
（
９
）
文
献
、
一
二
二
、
二
八
三
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
一
○
、
二
三
七
、
二
三
八
、
二
四
二
、
二
七
○
、
二
八
三
、
二
八
七
、

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
四
八
、
一

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
四
頁
。

二
八
三
頁
な
ど
。

二
七
三
、
二
八
九
、
二
九
一
頁
な
ど
。

二
四
三
頁
な
ど
。

二
九
○
頁
。
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北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
の
真
柳
誠
博
士
の
ご
教
示
に
よ
る
。

詳
し
く
そ
の
引
用
回
数
を
示
せ
ば
、
張
子
和
六
五
回
、
張
仲
景
と
『
傷
寒
論
」
二
六
回
、
孫
思
遡
と
『
千
金
方
』
二
○
回
、
「
内
経
」
一
八
回
、

『
外
台
秘
要
』
と
王
嘉
一
三
回
と
な
る
。
医
家
・
医
書
・
史
書
の
総
引
用
回
数
が
二
○
三
回
で
あ
る
か
ら
、
右
記
の
医
家
及
び
医
書
の
総
引

用
回
数
は
全
体
の
殆
ん
ど
の
七
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

詳
し
く
は
、
総
論
・
弁
名
・
論
越
・
弁
蔽
、
瓜
箒
・
択
日
・
服
薬
・
湧
変
・
戒
湧
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

荻
野
元
凱
『
吐
法
編
」
七
丁
オ
モ
テ
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
版
、
矢
数
道
明
氏
蔵
。

詳
し
く
は
、
総
論
・
弁
名

荻
野
元
凱
『
吐
法
編
」
七
一

前
掲
（
灯
）
文
献
、
十
一
二

山
脇
東
門
も
、
こ
の
「
歴
一

（
９
）
文
献
、
二
三
九
頁
。

荻
野
元
凱
「
刺
絡
編
」
序
（

前
掲
（
別
）
文
献
、
本
文

前
掲
（
別
）
文
献
、
本
文

前
掲
（
別
）
文
献
、
本
文
一

前
掲
（
帥
）
文
献
、
本
文
一

河
口
信
任
『
解
屍
篇
」
の
序

為
人
一
也
。
以
人
暴
人
。
二

富
士
川
瀞
「
富
士
川
浦
著
作
集
８
」
二
四
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
）
。
寺
師
睦
宗
「
解
説
永
富
独
哺
庵
」
、

「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
Ｍ
」
一
四
頁
。
永
富
独
哺
庵
『
漫
遊
雑
記
上
』
一
七
六
三
年
、
十
六
丁
オ
モ
テ
、
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
皿
」
四

蔵
0

九
頁
。

前
掲
（
弱
）
文
献
、
肱
二
丁
オ
モ

木
村
恒
徳
『
刺
絡
編
』
賊
オ
モ
テ

「
刺
絡
編
」
序
の
四
丁
ウ
ラ
、
本
文
二
丁
ウ
ラ
、
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
版
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
。

文
献
、
本
文
一
丁
ウ
ラ
。

文
献
、
本
文
一
丁
ウ
ラ
、
二
丁
オ
モ
テ
。

文
献
、
本
文
二
丁
ウ
ラ
。

文
献
、
本
文
三
丁
オ
モ
テ
。

「
解
屍
篇
」
の
序
の
二
丁
ウ
ラ
に
有
名
な
次
の
文
章
が
あ
る
。
「
荻
先
生
日
。
非
謂
莫
為
。
恐
害
於
名
教
突
。
若
使
裁
余
之
屍
。
其

以
人
暴
人
。
君
子
不
為
也
。
然
解
一
屍
禮
。
以
有
稗
益
治
術
於
千
万
人
。
」
。
明
和
九
年
刊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
顎
軒
文
庫

-|・
二

丁
1．m7
ニ
フ

「
歴
試
」
と
い
う
表
現
を

一
丁
オ
モ
テ
。

「
臨
床
ケ
ー
ス
を
重
ね
る
、
た
め
す
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
山
脇
東
門
、
前
掲
注

150（42）



へへへへへへへ へ へ へ へ へ へ へ へへへへ

78777675747372717()696867666564636261
…………ー……………ー……ー ー ー …

（
弱
）
林
鼎
『
解
屍
篇
」
賊
一
丁
オ
モ
テ
及
び
ウ
ラ
。
小
石
元
俊
「
学
医
要
論
」
一
七
七
七
年
以
降
、
二
丁
ウ
ラ
、
実
学
資
料
研
究
会
編
「
実
学
史

研
究
７
」
三
一
四
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
。

（
帥
）
㈲
山
脇
東
門
『
玉
砕
臓
図
』
序
、
安
永
三
年
二
七
七
四
）
、
⑪
小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
』
二
二
頁
所
収
、
日
本
学
士
院
編
『
明

治
前
日
本
医
学
史
一
巻
」
、
日
本
学
術
振
興
会
、
東
京
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
。

（
例
）
山
脇
東
門
「
東
門
先
生
随
筆
」
二
二
三
、
二
四
七
頁
。

（
他
）
小
川
鼎
三
、
前
掲
注
（
帥
）
文
献
い
、
二
三
頁
。

（
“
）
前
掲
（
帥
）
文
献
（
ｂ
）
、
二
七
頁
。

（
“
）
山
脇
東
門
、
前
掲
注
（
９
）
文
献
、
二
二
二
頁
。

（
価
）
河
口
信
任
、
前
掲
注
（
８
）
文
献
、
七
丁
ウ
ラ
。

（
髄
）
前
掲
（
８
）
文
献
、
三
丁
オ
モ
テ
、
四
丁
オ
モ
テ
。

（
師
）
前
掲
（
８
）
文
献
、
三
丁
オ
モ
テ
、
四
丁
ウ
ラ
、
五
丁
オ
モ
テ
、
六
丁
オ
モ
テ
及
び
ウ
ラ
。

（
沼
）
苅
喝
（
８
）
文
献
、
二
丁
オ
モ
テ
、
三
丁
ウ
ラ
。

山
脇
東
門
、
前
掲
注
（
９
）
文
埜

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
二
、
一

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
六
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
一
、
一

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
七
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
一
頁
。

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
七
頁
。

前
掲
（
８
）
文
献
、
賊
二
丁
オ
モ
テ
。

工
藤
訓
正
、
前
掲
（
３
）
文
献
③
、
三
八
二
頁
。

山
脇
東
門
、
前
掲
注
（
９
）
文
献
、
二
三
○
’
二
三
一

前
掲
（
９
）
文
献
、
二
三
二
、
二
三
四
頁
。

前
掲
（
８
）
文
献
、
二
丁
オ
モ
テ
、

前
掲
（
８
）
文
献
、
序
二
丁
ウ
ラ
。一

三
七
頁
。

一
三
四
、
二
三
六
’
二
三
七
、
二
五
八
、
二
八
九
頁
。
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（
蹄
）
荻
野
元
凱
、
『
刺
絡
編
」
賊
オ
モ
テ
。
前
述
の
木
村
恒
徳
の
文
章
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
注
（
師
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
師
）
前
掲
（
帥
）
文
献
、
荻
野
元
凱
自
序
。

（
師
）
山
脇
東
門
、
前
掲
注
（
９
）
文
献
、
二
四
八
、
二
五
九
頁
。

（
部
）
荻
野
元
凱
が
本
書
の
校
定
を
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
し
、
山
脇
東
門
は
こ
の
本
を
「
・
…
・
草
間
の
遺
方
を
得
て
、
実
験

に
て
編
た
て
た
る
物
な
り
。
（
中
略
）
、
其
耆
、
面
白
き
こ
と
多
し
」
と
評
し
て
い
る
。
山
脇
東
門
、
前
掲
注
（
９
）
文
献
、
二
○
八
頁
。

（
パ
リ
第
六
大
学
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
所
東
ア
ジ
ア
科
学
・
技
術
史
研
究
班
）

（
”
）
前
掲
（
９
）
文
献
、
二
五
八
百

（
帥
）
荻
野
元
凱
『
刺
絡
篇
」
二
丁
ウ

（
別
）
「
霊
枢
』
第
一
、
『
素
問
』
第
斉

（
塊
）
『
霊
枢
」
第
一
、
「
素
問
」
第
有

（
部
）
「
素
問
」
第
二
八
よ
り
の
引
用
、

（
別
）
丸
山
昌
郎
・
工
藤
訓
正
、
前
掲
（

侭
嘩
、
己
曽
馬
男
冨
量
ミ
ミ
震
．

年
。
い
ゐ
妬
ミ
ミ
吊
冒
ミ
ミ
ミ
Ｓ
、

勺
胄
尉
一
九
八
一
年
（
復
刻
坂

（
帥
）
荻
野
元
凱
『
刺
絡
篇
」
二
丁
ウ
ラ
。

（
別
）
「
霊
枢
』
第
一
、
『
素
問
』
第
五
、
第
二
○
よ
り
の
引
用

（
塊
）
『
霊
枢
」
第
一
、
「
素
問
」
第
五
五
よ
り
の
引
用
。

（
別
）
丸
山
昌
郎
・
工
藤
訓
正
、
前
掲
（
１
）

乱

息
心
免
、
目
）
ベ
ミ
亀
輔
愚
物
童
高
畠
曽
冨
｛
震
．
葛
勇

年
。
い
ゐ
妬
ミ
ミ
肉
ミ
、
菖
号
、
愚
｝
、
里

も
胄
尉
一
九
八
一
年
（
復
刻
版
）
。

（
”
）
前
掲
（
９
）
文
献
、
二
五
八
頁
。

追
記
筆
者
は
、
投
稿
後
も
西
洋
刺
絡
法
を
調
べ
続
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
刺
絡
部
位
と
し
て
鼻
中
法
、
外
賢
法
も
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
補
足
・
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

前
掲
（
１
）
文
献
、
三
二
’
三
三
、
四
一
’
五
一
頁
。
冨
胃
肘
‐
］
○
⑱
凹
冒
冨
昌
〒
国
匡
四
再
ト
畠
ミ
ミ
角
雪
宛
ミ
ヘ
ミ
曼
覺

ご
ミ
震
．
】
、
房
烏
言
、
ミ
ご
き
き
胃
三
ミ
ミ
冒
奇
六
○
’
六
一
頁
、
国
昌
菖
ｇ
〕
号
置
国
風
①
房
『
房
ゞ
顧
易
）
一
九
八
三

ｓ
、
ざ
、
里
ｇ
ご
ｓ
（
）
忽
冬
吻
画
Ｓ
哨
§
ら
§
⑮
昌
奇
ミ
、
』
弓
員
侭
討
二
五
二
九
年
版
）
、
八
二
’
八
四
頁
、
段
．
望
８
ゞ
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